
オリコフォレントインシュア、AWS を採用し急増する契約や法
改正にも柔軟に対応できる電子契約システムを構築、加盟店
業務も 7 割削減

株式会社オリコフォレントインシュア

ビジネスの課題：事業環境の変化に耐えうる
次期システムの構築

オリエントコーポレーションのグループ会社
であるオリコフォレントインシュアは、賃貸
住居を借りる際に同社が連帯保証人の代わ
りとなって物件の契約ができる「賃貸保証
サービス」を提供しています。近年、少子高
齢化が進むなかで住居を借りる際に保証人
を見つけることが難しくなっている上、2020 
年 4 月の民法改正により保証のルールが
追加されて保証人となるハードルが上がっ
たことから、賃貸保証サービスの利用者が
急速に拡大。2018 年ごろには賃貸借契約
の 5 割程度だったものが現在は 8 割ほど
まで利用されるようになっています。その
ため、契約業務の効率化はオリコフォレン
トインシュアにとっても喫緊の課題でした。
「保証事業が急激に成長し、また事業統合等
も行ったことから、2018 年から 2020 年
にかけて単月あたりの契約件数が 3 倍以
上に膨れ上がりました。そしてオンプレミ
スで構築していた従来システムの更改時期
が迫ってきたため、より柔軟で俊敏性に優
れた次期システムの構築を検討しました。
さらに、2021 年のデジタル改革関連法施
行と 2022 年の宅建業法改正によって、不
動産契約の電子化が解禁されることもあり、
この対応に向けてクラウド化を進めること
にしました」と、同社の営業統括本部 営業
企画部　部長の野本秀彦氏は語ります。
従来のシステムはハードウェアの運用保守
の負担が大きく、データベースのライセン
ス費用など大きなコストもかかっていまし

た。クラウドサービスであれば、上手に活用
することでコストを最適化できるうえ、各
種マネージドサービスを活用することで可
用性を高め、BCP 強化も推進できます。急
激に増大する契約数に加え、新たに電子契
約にも対応するにあたって、柔軟性・俊敏性
の高いクラウドサービスのメリットを活か
せるという判断です。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ソリューション：モダンなアーキテクチャで柔
軟性を向上

オリコフォレントインシュアは、次期基幹
システムや新しい電子契約システムを構築
するクラウドインフラとして、AWS を選
択しました。その理由について、情報システ
ム部 システム開発課長 杉山健太郎氏は次
のように振り返ります。
「AWS の柔軟性や拡張性、俊敏性の実績は
非常に高く、確実に私たちのニーズに応え
られると考えました。またパートナーであ
るシステムサポート（以下、STS）が、ガイド
ラインの策定など活用の推進と移行メリッ
トの最大化を支援し、スピーディに活動し
てくれたため安心してプロジェクトを遂行
できました。加えて、AWS のファンドプロ
グラム Migration Acceleration Program
（MAP）を活用することで、システム全体の
移行費用を抑えることに成功しました」
まずデータベースを従来の Oracle から 
Amazon Aurora PostgreSQL にマイグ
レーションし、課題となっていたライセン
ス費用を削減。さらにオリコフォレントイ
ンシュアと STS は新システム構築にあた

概要：不動産業界で賃貸保証サービスを提供するオリコフォレントインシュアは、サー
ビス利用者の急激な増加、基幹システムの老朽化に対応するため全社的なクラウド移
行を決断し、アマゾン ウェブ サービス（AWS）を採用。システム構築を段階的に進め
るなか、法改正への対応が急がれた電子契約システムを優先して構築し、CI/CD で
開発体制を整えて柔軟性、俊敏性に優れたシステムを実現。従来の紙の契約に比べて
契約書等の事務処理時間は半分以下、また加盟店の郵送などに付随する業務も 7 割
の削減を実現しています。

り、今後の事業の拡大と変化の規模を予測
することは容易ではないと考え、単なるク
ラウドリフトではなく、マネージドサービ
スを中心とした柔軟性の高い開発に取り組
みました。認証には Amazon Cognito を
活用し、アプリケーションは AWS Fargate 
や Amazon Elastic Container Service
（Amazon ECS）でコンテナ化を推進。電子
契約の監査証跡には、Amazon Quantum 
Ledger Database（Amazon QLDB）を
利用しています。重要な情報を扱うシステ
ムであるため、AWS WAF などのセキュリ
ティサービスも積極的に採り入れました。
また、電子契約システムは入居者や加盟店
（不動産会社）などの一般ユーザーが利用す
るもので電子契約に不慣れな方も多いた
め、誰もが迷わず使えるようにボタンの名
称やユーザーの動線など細部にこだわって
開発。そのため、俊敏な CI/CD 環境を実現
する AWS Code シリーズを活用しました。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

導入効果：短期で電子契約を実現、業務負荷
が大幅に軽減

オリコフォレントインシュアは、全社的な
システム刷新に際して段階的にプロジェク
トを推進しました。まずは OA 環境のクラ
ウド化に向け Amazon Workspaces を
活用したリモートデスクトップを導入。利
用環境に依存せず高い可用性を実現し、
BCP 対策としても有効です。
次に、法改正に合わせて急ピッチで開発が
進められたのが電子契約システムです。従
来の紙の契約書と比べて、事務処理担当者
の作業負担は大幅に軽減されました。担当
者が審査業務を行う際、これまでの紙の申
込書で 14 分ほどかかっていた事務処理は 
5 分ほどに、契約書の事務処理も 12 分か
ら 7 分程度に短縮。電子の処理は件数が多
いほど時間短縮のメリットは顕著になりま
す。また、紙の書類は加盟店の担当者が郵送
する必要がありますが、電子契約であれば
その手間もなくなります。
「AWS と STS の支援によって、マーケッ
トの動向にあわせて、加盟店に無償で提供
できる電子申込・電子契約に対応した新し

いシステムをリリースしました。加盟店は
申込・契約業務において書面の準備や郵送
など、約 7 割の業務工程および郵送コスト
が削減でき、スムーズに契約を進められる
ようになると想定しています。また当社社
内事務処理の業務効率化にも大きく貢献で
きています」と、情報システム部 システム
開発課の浅見佐保子氏は語ります。
同社は今後、全社的な AWS 活用に向けて
基幹システム（次期システム）の移行を進め
る計画です。
「全国の不動産会社や入居者をサポートす
る当社のシステムには、常に安定稼働が求
められます。AWS のサービスであれば、常
に保守されている状態で 24 時間 365 日
の安定性を安価に実現できます。電子契約
システムの構築が完了し、基幹システムの
完全な移行はこれからですが、高い効果が
得られるものと考えています」と、情報シス
テム部 システム開発課の田浦里歩氏は期
待を語ります。
また、STS の全面的なサポートについて杉
山氏は、「新しい技術を採り入れたインテグ
レーションを実現し、運用保守までワンス
トップで提供するうえ、当社の運用負荷の
軽減まで考慮してくれます。AWS とも密
に連携し、AWS でなければわからないよ
うな利点や問題点をしっかり情報共有し
て、当社の期待にスピーディかつ柔軟に応
えてくれました」と高く評価しています。
オリコフォレントインシュアは、さらなる
利便性を追求するため、システム全体のモ
ダナイゼーションをさらに進めていく計画
です。例えば、システムに蓄積されたデータ
の活用を促進し、不動産会社やオーナーが
いっそう安心して利用できるサービスの開
発を検討しています。
「多様なデータを一つなぎにして分析する
ことで、いっそう安全で利便性の高い賃貸
保証サービスを実現できれば、不動産業界
にも大きな効果を与えることができると考
えています。AWS と STS には、今後も当
社のビジネスを強力に支援し、業界の発展
に寄与していただきたいと願っています」
と、情報システム部 課長の島田尚紀氏は
語っています。

導入効果
● 運用保守作業の大幅な軽減
● 柔軟性・可用性の高いモダンなアーキ
テクチャ

● 法改正への迅速な対応
● 申込・契約にかかる業務の負担の軽減

ご利用中の主なサービス
● AWS Fargate 
● Amazon Cognito
● Amazon Elastic Container Service
（Amazon ECS）
● Amazon Quantum Ledger Database
（Amazon QLDB）

企業名：株式会社オリコフォレントイン
シュア
業種：家賃債務保証
国名：日本
従業員数：430 人（2023 年 3 月 31 
日現在）
ウェブサイト：
https://www.orico-fi.co.jp/
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の企画から開発、運用・保守をワン
ストップで提供。近年ではクラウド
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ケージなどの分野での技術力を強
みとしている。AWS Oracle コン
ピテンシーパートナーであり、
AWS でのデータベースやデータ
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「AWS によって柔軟性と可用性に富んだ新しい電子契約システムをスピー
ディに構築することができました。運用保守の負担も大幅に軽減されており、
次期基幹システムの完成によってさらなる効果が期待できると考えています」

野本 秀彦 氏
株式会社オリコフォレントインシュア　営業統括本部 営業企画部　部長
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企業概要
株式会社オリコフォレントインシュア
賃貸住宅の契約に必要となる連帯保証
人となり、また不動産のオーナーや管理
会社の家賃収納を代行する「賃貸保証
サービス」を展開。さまざまな理由で保証
人を見つけることが難しい入居者にも、
家賃の収納業務や滞納対応で負担を感
じている管理会社やオーナーにも好評
で、社会環境の変化や法改正などを受け
て急速に利用者が増えている。両者へ最
高の「安心」と「快適」を提供し、日本の住
環境の一層の発展を目指す。

（お写真左から）浅見氏、杉山氏、島田氏、野本氏、
田浦氏


